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ぼくは、忘れはしない 

 

ぼくはボツワナで生まれた、ぼくはダイヤモンドが発見される前のボツワナを知っている 

あの埃だらけの道を覚えている 

牛車にゆられ何日もかかってはるばる医者を訪ねていったことを覚えている 

6マイルの距離を裸足で学校に通ったことを覚えている 

Malutu (USAの救援食料)の配給をもらうため列をつくって並んでいたことを覚えている 

家族のために水を汲みに川まで8マイルの道のりを歩いたことを覚えている 

ガボロンという何の施設もない埃だらけの小さな町を覚えている 

そしてぼくはダイヤモンドが発見されたときのことも忘れはしない 

そのあと町がどんどん発展していったことを覚えている 

はじめて鉛筆や教科書を使ったときのことを覚えている 

はじめてアイスクリームやチョコレートを食べたときのことを覚えている。 

中等学校に行ったときのことを覚えている 

デビアスから奨学金をもらったことを覚えている 

ボツワナの最新設備のデビアス病院でドクターとして働いたことを覚えている 

そして、ぼくはいま、立派な特別専門医になった 

ボツワナのいたるところに大都市や町ができた 

国民の健康に従事するすばらしい医療システムがある 

国内各地に最先端のクリニックや病院ができた 

国内各地に学校ができた 

高度な教育のために最高クラスの大学や施設ができた 

村々に水道や電気がついた 

全国を横断する近代的な道路ができた 

最先端の鉄道網ができた 

最先端の空港と航路ができた 

一部の国ではダイヤモンドにまつわる戦争や混乱が起きている 

ボツワナのダイヤモンドの足跡には平和と繁栄しか見えない 

ここには民主主義がしっかりと根付いている 

デビアスのようなパートナーを得たことはボツワナにとって幸運であった 

 


